
御

嶽

神

創
建
の
年
代
は
詳
ら
か
で
な
い
。
寛
文
六
年
(
二
八
六
六
年
)
十
一
月
二
十
井
目
の
検
鞄
の
際
に
は
、
御
嶽
韓
領
と
し
て

五
升
五
台
六
勺
の
余
地
を
あ
た
え
ら
れ
た
の
で
怒
る
。
ま
た
、
境
内
塊
三
反
歩
揚
朱
印
地
で
あ
る
。
宝
暦
年
聞
(
十
八
世
編

中
ご
ろ
)
の
標
札
は
社
宝
で
あ
る
。
祭
礼
に
は
、
湯
花
の
韓
事
を
行
う
。
祭
神
は
日
本
武
尊
を
奉
斎
し
て
い
る
。

例
大
祭
骸
、
毎
年
八
月
の
末
日
で
あ
る
。
「
近
年
は
八
月
の
最
終
土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。
」

境
内
坪
数
は
八
九
二
坪

小
山
町
二
一
二
一
番
地
に
鎮
座
し
て
い
る
。

《

町
田
市
史
・
下
巻
よ
り

》

御
恕
社
社
地
二
千
七
百
坪
鯨
、
字
繊
嶽
堂
卜
云
所
二
ア
リ
、
小
社
二
テ
四
間
接
万
ノ
覆
屋
ヲ
建
ツ
前
二
拝
殿
ア
リ
、
二
闇

二
三
間
ス
ヘ
テ
南
画
ナ
リ
、
ゾ
ノ
前
二
百
階
五
十
四
級
ア
リ
テ
中
ホ
ト
三
木
ノ
鳥
居
ヲ
建
、
祭
礼
七
月
十
七
日
下
郷
(
馬
場
・

中
村
)
ノ
鎮
守
ナ
リ
、
以
上
ノ
二
社
(
札
次
神
社
と
御
嶽
韓
社
)
ハ
福
生
寺
御
朱
印
ノ
内
二
シ
テ
共
二
カ
ノ
寺
ノ
持
也

《

瑚
治
十
七
年
出
版

新
編
武
蔵
風
土
記
稿

三
多
牽
編
よ
り

》

(

)
は
、
付
け
加
え
ま
し
た

*
浬
戸
時
代
に
は
、
上
郷
は
、
久
保
ケ
谷
二
ニ
ッ
目
・
新
ケ
谷
・
涯
谷
・
田
端
・
十
一
ケ
谷
・
岡
田
ケ
谷
・
町
有
・
高
ケ
谷
・
片
所
を
言
う
。

中
郷
は
御
嶽
堂
・
沼
を
言
う
。
下
郷
は
.
.
中
村
・
馬
露
を
言
う
。

今
の
小
山
邸
は
、
三
名
の
代
官
・
旗
本
-
に
よ
り
治
め
ら
れ
て
い
た
。

*
丁
V
ド
ラ
マ
「
隠
密
剣
士
」
の
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
の
緒
、
時
代
劇
の
場
面
に
使
わ
れ
て
い
る
。
《

「
ま
ほ
ろ
ば
の
会
」
よ
り

)


